





















Sentinel-1 SAR と Sentinel-2 マルチスペクトル画像の 2 種類の衛星画像を用いた新しい水
田マッピング手法を開発し、その有効性を検証した。 
【方法】 
本研究で新たに開発した水田マッピング手法（S-1 & S-2 method）は森林領域の Mask処理、
水田での Sentinel-1 SAR の時系列変化に着目した 2つの Mask処理、Sentinel-2 マルチスペ
クトル画像の植生指数（NDVIと EVI）と水指数（LSWI）を基に湛水状態の判定をおこなう Mask




S-1 & S-2 methodにより作成した水田マップでの検証圃場における分類精度は水田で 79.2％、
水田以外の圃場で 92.4％であり、水田以外の圃場では Sentinel-1 SAR のみを用いた従来の




本研究では、新しく開発した S-1 & S-2 methodの日本及び朝鮮半島全域での広域水田マッピ
ングへの有効性を示し、これらの地域における 2018年の高精度な水田マップを作成すること
ができた。これらの地域はメタンの人為排出量全体に占める水田からの排出量が非常に高い
地域であり、作成した水田マップはこの地域のより高精度なメタン排出量の推定を可能にし、
今後の気候変動研究に貢献することが期待される。さらに、本研究で得られた成果は、高精
度なグローバル水田マップの実現に向けた確実な一歩であると言える。今後は対象領域をさ
らに広げ、多期作や浮稲栽培等、日本や朝鮮半島の水田とは大きく特徴の異なる水田での検
証をおこなうことで、グローバル水田マップの完成を目指していく。 
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